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デュアルコム分光法は、繰り返し周波数がわずかに異なる 2つの光周波数コム（光コム）

を干渉させる方法であり、高速、高分解能、かつ広帯域といった特長を持つ[1]。我々はこれ

までに、回転 1/4 波長板とデュアルコム分光法を組み合わせることにより、両者の特長を活

かした偏光スペクトル計測手法を提案した[2]。この方法では、1/4波長板を機械的に回転周

波数𝑓𝑚で回転させることで検出信号を強度変調し、光コムのモード 1 つ 1 つの光の偏光情

報を得る。偏光情報を得るために必要な計測時間は 𝑓𝑚に反比例するので、高速化するため

には、𝑓𝑚を大きくする必要がある。回転モーターの能力ではその上限は 100 Hz程度であり、

原理上計測時間は数十ミリ秒程度が限界であった。 

本研究では、機械的に回転する 1/4波長板の代わりに、電気光学変調器（EOM）を用い、

電気信号によって変調周波数𝑓𝑚で光コムを強度変調することで高速化を目指した。これま

でに、𝑓𝑚 = 166 Hzと設定して測定を行った。また、波長板を使い予めわかっている偏光状

態を作り、それが正しく計測できているか検証した。その結果、EOM を用いた場合でも正

しい測定が可能であることを確かめた。今後、EOM を高速に変調し、計測時間を短縮する

予定である。 

本研究の一部は、JSPS科研費 18J21480、16K13701の助成を受けたものである。 
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